
講演『 ララバイ肝炎ウイルス』
講師 毛利小児科 院長 毛利 久夫先生

岩国市医療センター医師会病院
院 長 茶川 治樹

B型C型肝炎ウイルスの発見からはや４０～５０年の歳月

が経ちました。この間、血液を取り扱う医療現場を中心に感染

対策が施され、新たな感染源、キャリア化阻止の取り組みが行

われてきました。その結果若い世代でのウイルスキャリア率の

低下は著しく、今後関連肝疾患の減少に繋がっていくものと考

えられます。小児科外来ではすでに肝炎ウイルスキャリアに相

対する事は殆どなく、唯一B型肝炎ワクチン定期接種のみが肝

炎ウイルスとの関わりになっています。

岩国市医療センター医師会病院オープンセミナー

全ての職種の方が対象です

日時
令和８年３月２５日（水）１９：００～２０：００

会場 岩国市医療センター医師会病院 東館４階講堂

全ての方が対象の講演となっておりますので、多くの職種の
方のご参加をお待ちしております。
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